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人口と世帯 令和5年 9 月1日現在
                 (    ) は前月比

総数　81,767 人
男　　40,158 人
女　　41,609 人
世帯　35,368世帯

※外国人住民 (40 か国・地域 ／ 1,890 人 ) を含みます。

広報おうみはちまんは、各自治会を通じてお届けします。また、各学区コミュニティセンターや
図書館などの公共施設、郵便局、金融機関、セブン-イレブン・ファミリーマート各店舗などに
置いているほか、市ホームページやマチイロ、マイ広報紙などでもご覧いただけます。

Facebook YouTube LINE
( +   18)
( +      9)
( +      9)
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今
回
は
、「
島
」地
域
の
名
前
の
由

来
を
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
の
島
学
区
は
、
円
山
町
、
白

王
町
、島
町
、北
津
田
町
、中
之
庄
町
、

長
命
寺
町
、
沖
島
町
、
大
中
町
か
ら

な
り
、本
市
の
北
西
部
に
位
置
し
て

い
ま
す
。島
学
区
の
前
身
で
あ
る
島

村
は
、明
治
22（
１
８
８
９
）年
に
市

制
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
奥
島
村
、

中
之
庄
村
、円
山
村
、長
命
寺
村
、白

王
村
、
北
津
田
村
、
沖
島
村
の
７
か

村
が
合
併
し
誕
生
し
ま
し
た
。合
併

以
前
に
行
わ
れ
た
地
券
調
査
で
全
国

的
に
町
村
間
、地
所
が
入
り
交
じ
り
、

境
界
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
所
が
多

く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、政
府
は
明
治

５（
１
８
７
２
）年
に「
旧
来
一
村
の

う
ち
分
界
を
立
て
、取
り
扱
い
来
た

り
候
そ
う
ろ
う村
々
」の
統
一
を
進
め
る
布
告

を
出
し
、翌
６（
１
８
７
３
）年
に
大

蔵
省
は
独
立
村
落
の
合
併
も
積
極
的

に
奨
励
し
ま
し
た
。
島
学
区
は
、
こ

れ
ら
の
動
き
に
対
し
、
明
治
７（
１

８
７
４
）年
に
長
命
寺
門
前
を
長
命

寺
村
へ
改
称
、同
８（
１
８
７
５
）年

に
円
山
村
と
日
牟
禮
新
田
を
合
併
し

円
山
村
に
、同
12（
１
８
７
９
）年
に

白
部
村
と
王
之
浜
村
が
合
併
し
白
王

村
と
し
ま
し
た
。

　

島
学
区
の
変
遷
を
見
る
と
、古
代

の
島
学
区
の
あ
た
り
は『
和わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ

名
類
聚

抄し
ょ
う』に
大
島
郷
の
名
称
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。場
所
は
明
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
大
島
・
奥
津
嶋
神
社
を

中
心
と
し
た
地
域
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。11
世
紀
後
半
以
降
に
成
立
し

て
い
く
荘
園
は
、津
田
庄
、奥
島
庄
、

三
村
庄
が
あ
り
、現
在
の
島
学
区
を

ま
ち
の
な
ま
え
⑦

ま
ち
の
な
ま
え
⑦

「
島
」

「
島
」

複
数
に
分
け
る
よ
う
に
成
立
し
て
い

ま
す
。
津
田
庄
は
、
現
在
の
北
津
田

町
、
中
之
庄
町
、
南
津
田
町
の
領
域

に
相
当
し
、
奥
島
庄
は
、
現
在
の
島

町
、
白
王
町
、
円
山
町
の
領
域
に
位

置
し
た
荘
園
で
す
。
三
村
庄
は
、
領

域
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

篠さ
さ
き笥
郷
と
大
島
郷
に
ま
た
が
る
領
域

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
に
、
島
村
の
由
来
は
、
他
の

学
区
の
よ
う
に
、古
代
か
ら
中
近
世

に
か
け
て
付
け
ら
れ
た
郷
名
や
庄
名

の
名
前
が
な
い
こ
と
か
ら
新
し
く
付

け
ら
れ
た
名
称
で
、沖
島
と
湖
中
に

あ
る
島
の
村
々
が
合
併
す
る
こ
と
か

ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。現
在
の
島

学
区
は
陸
続
き
で
す
が
、か
つ
て
島

学
区
の
周
囲
に
は
琵
琶
湖
と
、西
の

湖
、大
中
の
湖
、津
田
内
湖
の
３
つ
の

内
湖
が
存
在
し
、昭
和
時
代
の
干
拓

に
よ
り
現
在
の
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、島
と
名
付
け
ら
れ
た
ゆ
え

ん
で
あ
る
内
湖
の
う
ち
、津
田
内
湖

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。津
田
内
湖

の
干
拓
は
、大
中
の
湖
の
干
拓
の
約

20
年
後
の
昭
和
42（
１
９
６
７
）
年

に
起
工
式
、同
44（
１
９
６
９
）年
に

干
陸
す
る
計
画
の
国
営
干
拓
事
業
で

し
た
。干
拓
事
業
は
食
料
増
産
を
目

的
に
進
め
て
い
ま
し
た
が
、津
田
内

湖
干
拓
の
竣
工
直
前
に
な
る
と
米
の

増
産
が
進
み
、「
食
の
近
代
化
、欧
風

化
」と
と
も
に
米
の
消
費
量
が
減
少

し
、余
剰
米
が
発
生
し
た
た
め
国
は

「
減
反
」を
行
い
ま
し
た
。津
田
内
湖

の
干
拓
は
、「
内
湖
に
戻
す
」「
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
す

る
」と
い
う
主
張
も
出
る
中
で
進
め

ら
れ
、入
植
者
た
ち
は
水
田
で
は
な

く
畑
作
化
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。現

在
の
干
拓
地
に
は
運
動
公
園
が
あ
る

ほ
か
、果
樹
団
地
構
想
な
ど
積
極
的

な
活
動
が
み
ら
れ
ま
す
。

——

島
の
由
来
と
内
湖

島
の
由
来
と
内
湖

——

昭和22年の島学区（国土地理院空中写真に一部加筆）


